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北極環境研究体制の新たなる展開
New progress in the structure of Arctic Environmental Research
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北極域は地球の中でも温暖化が最も顕著に現れている地域であり、大気・海洋・雪氷・陸域が急速に変化している。そ
の過去・現在・未来に関して関心が集まっている。去年以来、この北極環境研究の新たな展開に関する動きが文科省内に
て始まり、地球観測推進部会の下に北極研究検討作業部会が立ち上がり、今後の北極環境研究に関する検討が始まった。
去年 7月の時点で示されたのは、重点研究の設定、コンソーシアムの形成、そして北極気候変動研究プログラムの新設
の検討であった。その後、進捗があり、2011年 4月から新しい北極地域の研究体制が敷かれようとしている（2011年 2
月現在）。大会発表時までの動きを含めて北極環境研究の研究者に状況を伝える。
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